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カナダの競争力のある優位性
ワイヤレス通信

インベスト・イン・カナダ



カナダにおける最近の投資例

TELLABS 
2010年末、シカゴに本社を置くワイヤレス通信企業Tellabsは、IP専門技術
とワイヤレスネットワークのインテリジェンス増強のため、モバイルインター
ネットに特化した研究開発機関をバンクーバーに開設した。

HUAWEI 
2010年4月、中国の大手通信事業者であるHuaweiは、6,700万ドル※を投じ、
オタワに研究施設を開設、70に上る新規雇用を創出した。同社は目先、500
人超の雇用を計画している。

D-LINK 
ネットワーク、ブロードバンド、データ通信等を専門とする台湾のD-Linkは
2009年、トロントにおける事業を拡大した。

TECHFORCE TELECOM 
米ケンタッキー州に本拠地を置くTechforce Telecomは2009年、カルガリー
にオフィスを開設し、電気通信業界向けに据付工事、立ち上げ、テスト等のサー
ビスを提供している。

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。

カナダに投資している
世界的な大企業

• Alcatel-Lucent

• Avaya

• Cisco

• Ciena

• Ericsson

• Huawei

• Nokia

• Nokia Siemens Networks（NSN）

• Sanmina-SCI

• SiGe Semiconductor

• Oracle

• Teledyne DALSA

• ZTE Corporation

カナダを代表する企業

• BelAir Networks

• Bridgewater Systems

• DragonWave

• Icron

• GLENTEL

• Micralyne

• Miranda Technologies

• Psion Teklogix

• QNX Software Systems

• Redline Communications

• Research In Motion 

• Sierra Wireless

• Sinclair Technologies

• Vecima Networks

• VoiceAge

• Widality
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ワイヤレス市場におけるカナダの優位性
情報通信技術（ICT）は、カナダで最も革新的な分野の1つであり、今日のカナダの国内総生産（GDP）の約5％を占め
ている。ICTはまた、カナダ政府が科学技術戦略の中において4つの最優先分野のうちの1つであることのみならず、
他の3分野（環境科学技術、天然資源とエネルギー、健康とライフサイエンス）の成功にも欠かせない構成要素である。
加えてカナダは近未来に向けて「国家デジタル経済戦略」※1を打ち出しており、中でもグローバルデジタル経済におい
ては、ICTをその主導的な分野に位置付けている。この戦略では、ICT分野から新たな製品やサービスを生み出し、デ
ジタル技術の導入を加速させるとともに、業界や消費者によるサイバーセキュリティ対策を向上させることを目指し
ている。

カナダの企業は、WiFi、メッシュネットワーク、WiMAX、RFID、UWB（超広域帯無線）、ソフトウェア無線（SDR）
などの技術において世界をリードしている。UHF帯の周波数帯域が近くオークションに出されるのを契機に、カナダ
のワイヤレス市場の成長が見込まれている。

カナダ政府では、Communications Research Centre Canada（CRC）をはじめ、Centres of Excellence for Commercialization and 
ResearchおよびNational Research Council（NRC Institute for Information Technologyを含む）が提供するプログラムを通じて産業
支援を行っている。CRCは、カナダ全土へ情報を届ける基幹伝達体系の構成要素である4つの主要プラットフォーム（ワイヤレス、放送、衛星、
光ファイバー）に関するクリティカルマスと専門技術を有するカナダ唯一の国立研究施設※2。カナダは2007年以降、技術・製品・サービス
に関する研究の推進および実用化促進のため、年間5,700万ドルを投じてきた※3。

ICT研究開発の主力は有線および無線電気通信企業で、研究開発に年間62億ドルを拠出している※4。カナダ政府は、「科学研究および実験的
開発」奨励策による税制優遇措置を通じて研究開発活動を支援しており、Alcatel-Lucent、Nokia、Huaweiなどの電気通信事業会社の国
際大手はすでにこれらの優遇措置を活用して、研究開発投資先としてカナダを選択した。スウェーデンのEricssonも、スウェーデン国外
では最大規模となる研究開発およびサービスセンターの拠点をカナダに設立した。

1

※1 「カナダ政府、デジタル経済戦略に関する国レベルの協議を開始」カナダ産業省、2010年5月10日
※2 Centres of Excellence for Commercialization and Researchプログラム概要、Networks of Centres of Excellence of Canada、

www.nce-rce.gc.ca
※3 「カナダと米国のICT投資の差が40％に拡大」、CNWニュース、2010年10月22日
※4 「グリーン・ソリューションを生活に – CRC、次世代ネットワーク向け事業を支援」 Communications Research Centre Canada、

Eye on Technology、第13号、2010年冬



次世代ネットワーク：Alcatel-Lucent、Ericsson、Huawei、Nokia、Nokia Siemens Networksなど大手の多国籍企業から好適に
ビジネスの拠点としてカナダは選ばれている。Bridgewater Systemsは、モバイルブロードバンドの性能向上に対する高まる要求に応
じてLTE（ロング・ターム・エボリューション）ソリューションを提供している。一方、Redline Communicationsは世界に先駆けて、
WiMAXの全製品ラインでWiMAXフォーラム認証を獲得した企業として名を馳せた。さらにカナダは、対象となるWiMAX帯に関する国内
周波数政策や規格についても、大きな展望が寄せられている。

モバイルメディア：カナダ企業は、電子メールやデータ通信などの独創的かつ革新的なエンド・トゥ・エンドのソリューションにおいて、
世界のリーダーシップを発揮してきた。この中には、BlackBerryスマートフォンで知られる最先端企業Research In Motionや、M2M（機
器間通信）製品の世界最大手で、モバイルブロードバンド機器AirCardを製造するSierra Wirelessなどが名を連ねる。加えてカナダは、モ
バイルプラットフォームやコンテンツ作成ツールの配信といった分野においても世界的に指折りのプレイヤーである。

コネクテッド・ビークル：QNX Software SystemsとAlcatel-Lucent Canadaは、モバイルブロードバンドと「LTE Connected Car（LTE
搭載車）」コンセプトを融合させ、世界の最先端を行く企業となった。同社らは、ビデオ・オン・デマンドやインターネットラジオ、その
他のワイヤレスブロードバンド・サービスの車載化を4G/LTEネットワークによって実現する方法を実証した。QNXのソフトは、250以上
の車両（GM、BMW、Ford、Mustangなど）で既に利用が可能となっている。

マイクロエレクトロニクス、ナノテクノロジー、フォトニクス：LTEやWiMAXなどを先頭に次世代ネットワークが進展していく中、ナノ
素材や次世代パワーアンプの使用で、多くの無線機器の小型化、軽量化、省電力化が進行すると思われる※5。カナダのナノテク・エコシス
テムの中心的存在となっているのは、アルバータ州のTRLabs、アルバータ大学のUltrafast Photonics and Nano-Optics Laboratory、
サイモンフレーザー大学の4D Labsなどである。また、フォトニクス研究をリードしている機関には、National Research Council’s 
Institute for Microstructural Studiesなどがあり、ここには、Canadian Photonics Fabrication Centre、オタワ大学のCentre for 
Research in Photonics、マックマスター大学のPhotonics Research Laboratoriesなどが所属している。

2

※5 「グリーン・ソリューションを生活に – CRC、次世代ネットワーク向け事業を支援」 Communications Research Centre Canada、
Eye on Technology、第13号、2010年冬
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カナダの競争力のある優位性

優位点：
研究開発部門の給与コストが比較的低い
カナダの研究開発者のうち上級職の給与コストは、アジア、ヨーロッパ、
米国の都市と比べて低く、競争力がある。

 多国籍企業で働く研究開発部門トップの報酬の水準を、右の図表に
示した。研究開発部門のトップは、自社の研究開発業務全体を統括
するが、一部の国の研究部署や単一の製品ラインを対象とした大規
模な研究開発センターの研究部署を指揮する場合もある。彼らが管
理するのは、極めて専門性が高く、長期的な開発が必要とされる製
品が多い。

 図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績に応じた特別
手当などの追加報酬が含まれる。

優位点：
豊富な研究開発の経験と高度な訓練を受けた人材の
宝庫
カナダは、経験が豊富で高度な訓練を受けた研究開発部門の研究者の数
が多く、研究開発施設の開設や拡張を視野に入れている企業にとってメ
リットが多い。研究者の数は、モントリオールだけで3万5,000人、ト
ロントとバンクーバーで合わせて4万人に上り、カナダの三大都市は理
想的な投資先と言える。バンクーバー、オタワ、カルガリー、キッチ
ナー・ウォータールーもそれぞれの地域での研究基盤に支えられ豊富な
科学的知見、技術を持つ人材が集積している。

 2011年時点で研究開発業務に携わる研究者の合計数（推計）を、右
の図表に示した。

出典： fDi Benchmark；The Financial Timesのデータに基づくfDi Intelligence

研究開発の研究者の数（推計）

出典： fDi Benchmark；Towers Watson、2010/11 Global 50 Remuneration 
Planning Report

研究開発部門のトップ
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優位点：
知的財産権の尊重
革新的な技術利用によって新製品を創出することを旨とする企業にと
り、知的財産の保護（特許権の保護も含む）は必要不可欠である。右の
グラフに示された通り、カナダの知的財産権保護の度合いは高いとい
える。

 各都市の知的財産の保護体制を評価し、右の図表に示した。8段階
評価で、0は知的財産の保護体制が「非常に脆弱」、7は「とても強固」。

優位点：
エンジニアリング部門の給与コストが比較的低い
シニア・リサーチエンジニアは、幅広いガイドラインに基づき、部下を
管理する任務も持っている。一般的にこの職務は、7年以上の経験を有
する者をいう。

 図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績に応じた特別
手当などの追加報酬が含まれる。

出典： fDi Benchmark；Towers Watson、 2010/11 Global 50 Remuneration 
Planning Report

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11）

シニア・リサーチエンジニア

知的財産権の保護
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優位点：
有利な法人所得税の税率
カナダの法人所得税率は、他国に比べ優遇されている。

 右のグラフは、選択された各都市で企業に課せられる総所得税を示
す。数字は、2009年～2010年の企業の売上総利益に占める税金の
割合（パーセント）を表している。

優位点：
低い社会保障負担金
カナダの労働者には、非常に充実した社会保障制度が整備されている
が、雇用側にとってそれが大きな費用負担になるわけではない。カナダ
では、雇用側が支払う社会保障の負担金は概ね、米国の一部の州や、ヨー
ロッパおよびアジア一部諸国に比べて少ない。

 右のグラフは、従業員の社会保障に対する雇用側負担金を従業員給
与に対する割合（パーセント）で示したものである。

出典： fDi Benchmark；World Bank、Doing Business 2010；
The Tax Foundation、National and State Corporate Income Tax Rates, 
U.S. States and OECD Countries, 2009年；
KPMG: Income Tax Rates for General Corporations（2008/2009年）

出典： fDi Benchmark；Deloitte International、
International Tax and Business Guide （Oct. 2009）；
Towers Watson、2009/2010 Global 50 Remuneration Planning Report；
Towers Watsonのデータ（2010年8月）に基づくfDi Intelligence；
国際社会保障協会（ISSA）のデータに基づくfDi Intelligence
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ブリティッシュ・コロンビア州
バンクーバーはデジタルメディア、ワイヤレス、モバイル産業が結集する都市とし
て世界のトップクラスである。Wavefront、GLENTEL、Star Solutions、Vecima 
Networksなど、1,150の企業が30億ドルを超える事業利益を生み出している。同市は
また、ワイヤレス研究開発の主要拠点でもある。Nokiaはここに研究開発施設を構え
ており、Sierra WirelessやPMC-Sierraなどの大手がこの施設に拠点を持つ。また、
最近ではTellabsが研究開発オフィスを開設している。バンクーバーは、ブリティッ
シュ・コロンビア大学、サイモンフレーザー大学、National Research Council of 
Canada Herzberg Institute of Astrophysicsなどの学術機関に支えられた人材の宝庫
である。

アルバータ州
カルガリーには、Sanmina-SCI、Hemisphere GPS、Wedge Networks、Novatel 
Wirelessなど有力な多国籍企業が拠点を置いている。それら以外でも、カルガリーを
拠点とする企業数は年々増え続けており、その一例として2009年6月にはTechforce 
Telecomが同市にオフィスを開設した。カルガリーにおいてワイヤレス・電気通信事
業をリードするカナダの主要企業には、Widality、 Meta4hand、Blackline GPS、
Baseband Technologiesなどがある。この産業分野の研究活動は、カルガリー大学や 
TRLabs、Network for Emerging Wireless Technology（NEWT）の テストセンター
が支援している。

エドモントンにおけるマイクロエレクトロニクスのクラスター化の動きは、その柱
となっている微小電気機械システム（MEMS）のファウンドリーとして世界最大手
の1つMicralyneによってクロースアップされた。クラスターを支える主要な研究
機関には、アルバータ大学、National Research Council’s National Institute for 
Nanotechnology、NanoFabの研究施設、nanoAlberta、Alberta Centre for Advanced 
MNT Products（ACAMP）がある。マイクロおよびナノテクノロジーMEMS事業を展開
している企業には、Norcada、Harding Instruments、BigBangwidthなどがある。

カナダのワイヤレス通信産業：概要
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オンタリオ州
トロント地区（グレーター・トロント・エリア）に拠点を置くハイテク企業の数は3,300社
を超える。その中にはHuawei、Oracle、ZTE Corporationなども名を連ねている。中で
もOracleは、カナダで事業展開するIT多国籍企業のうち、上位25位内にランクされる有力
企業だ（2010年Branham Group報告書）。トロント大学の通信研究所、NANOnetwork、
ヨーク大学、オンタリオ工科大学などは、いずれも高度な技能を持った人材を輩出すると
ともに優れた研究実績をも誇る。

オンタリオ州キッチナー・ウォータールー地区に形成されたカナダの「テクノロジー・ト
ライアングル」には、世界的に有名なResearch In MotionとTeledyne DALSAなどの本
社がある。グローバルに展開するIcera（Sirific Wireless）、LSI、Sandvineなどの企業
も、この地域に研究開発の拠点を確立している。 この地区にあるウォータールー大学や
ウィルフリッド・ローリエ大学などのトップクラスの大学では、この地区の700社に上る
ハイテク企業でキャリアを発揮する人材を輩出している。この拠点を支える研究施設に
は、Communitech、Accelerator Centre、Waterloo Institute for Nanotechnology、
Centre for Wireless Communication、Centre for Automotive Research（WATcar）が
ある。

カナダの首都、オタワには1,600を超えるハイテク企業がひしめいている。同市には、
Avaya、Alcatel-Lucent、 Bridgewater Systems、Ciena、Cisco、CMC Electronics、
DragonWave、Ericsson、Mitel、QNX Software Systems、SiGe Semiconductorなど
といった企業が研究開発の拠点を確立している。2010年4月には、Huaweiが研究開発施
設を正式開設し、並み居るカナダ大手企業・多国籍企業の中にその名を連ねた。ワイヤレ
ス通信分野をバックアップする機関には、Ottawa Centre for Research and Innovation 
（OCRI）、Canadian Advanced Technology Alliance、Information Technology 
Association of Canada、National Research Council’s Institute for Information 
Technology、Canadian Photonics Fabrication Centreなどがある。人材は、オタワ大学、
カールトン大学、アルゴンキンカレッジから輩出される。

ケベック州
モントリオールには、Ericssonがスウェーデン国外では最大規模となる研究開発施設
およびサービスセンターを設置している。同市で電気通信機器やマイクロエレクトロニ
クス、フォトニクスを専門に事業展開する主要企業には、Wavesat、EXFO、Miranda 
Technologies、Ultra Electronicsなどがある。モントリオール市は、最先端デジタルメディ
アの中心地で、同市内に5,000に上るICT企業の半数以上がデジタルメディア関連企業であ
る。それらが生み出す年間収益を合わせると約90億ドルにも及ぶ。グレーター・モントリオー
ル・エリアに存在する4つの総合大学と7つの高等教育機関は、このクラスターに属する企
業が求める高い要求に応えられるスキルを持った人材を輩出している。

ブロモンに位置するMicroelectronics Innovation Centreは、マイクロチップのパッケー
ジング技術とMEMSのグローバルな研究拠点である。2億1,800万ドルが投じられた同施設
は、DALSA Corporation、IBM Canada、シェルブルック大学、ケベック州政府、カナダ
政府が共同で設立した。
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カナダの競争力のある優位性

優位点：
ワンステップのシンプルな事業登録
カナダで投資を行う企業が事業登録をする際に必要な手続きは簡素化
されており、一度の手続きで完了する。該当する連邦/地方当局にて、
所定の書式に記入し、必要な費用を支払い、社名を登録するだけである。
これにより法的地位を一旦確保すれば、活動地域を管轄下に持つ管理機
関や該当する課税・労働関係の法規の適用を監督する各種当局への登録
が可能となる。

出典： fDi Benchmark；World Bank、Doing Business 2010

事業登録に必要な手続きの数

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

優位点：
手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。特にカルガリー、トロント、オタワ、モントリオール、
キッチナー・ウォータールーなどの都市は、アジアや米国の大半の都市と比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist 
Intelligence Unitは2011年、世界で一番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10
位以内に入っている。

 下のグラフは、クオリティ・オブ・ライフを決定する要因を査定
したものである。

生活費指数 クオリティ・オブ・ライフ指数

 下のグラフは、住宅費を含む各種生活費を査定したものである。
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インベスト・イン・カナダ \ワイヤレス通信 \ 2011

ワイヤレス技術センター

コスト要因 使用量（面積）

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 600 m2

従業員の種別 人数

情報技術

ネットワークアナリスト 1

ネットワークエンジニア 1

プログラマー 5

プロジェクトチームリーダー 1

シニアデザイナー 1

シニアマネージャー 1

シニアプログラマー 1

シニアシステムアナリスト 1

ソフトウェア開発エンジニア 4

ソフトウェア開発マネージャー 1

ソフトウェアプログラマー 10

システムアナリスト 2

システムデザイナー 1

合計 30

投資先のベンチマーク

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDi Benchmarkは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の分野および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 ワイヤレス関連企業の主要クラスターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：カルガリー、シカゴ、ダラス、
エスポー（フィンランド）、キッチナー・ウォータールー、モントリオール、マレーヒル（ニュージャージー州）、オタワ、パリ、ローリー・ダーラム、
サンディエゴ、シアトル、深圳、ストックホルム、東京、トロント、バンクーバー

 下に示した企業プロフィールは、都市部にオフィスを構える従業員30人程度の小規模のワイヤレス企業を想定している。

ウェイト付けを行うモデルの概要 ウェイト

労働力の供給力と質 40%

産業クラスターの存在 40%

一般的なビジネス環境 10%

インフラとアクセスのしやすさ 5%

生活環境 5%

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト

5
5

10

40

40
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インベスト・イン・カナダ
ビジネスは私達にお任せください

カナダの競争力のある優位性
カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で
優れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forumが評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。
在日カナダ大使館 商務部
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6200　ファックス：03-5412-6254
Email：jpn.commerce@international.gc.ca
URL：www.investincanada.gc.ca
カタログ番号 FR5-38/13-2011J-PDF
ISBN 978-0-662-03528-2
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